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未来を創る学びの道へ

学長からのメッセージ
新入生へのメッセージ
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お茶の水女子大学で、新たな学びの道を歩み始めた

皆さん、ご入学おめでとうございます。

皆さんは、どんな夢を追いかけ、どんな未来を想い描いてい

らっしゃるのでしょうか？　私たちは、本学を学びの場として選んで下

さった皆さんの、夢の実現をお手伝いしたいと考えています。

お茶の水女子大学は、東京女子師範学校として 1875 年に設立されてから、今年

142 年目の歴史を刻みます。その間、女性が社会で活躍することさえ難しかった時代から現

在に至るまで、国境、文化、世代の壁を越えた教育と研究を進めて来ました。

そして、本学で学ぶ皆さんが、時代の要請に柔軟に対応して持てる能力を十分に発揮できる

よう、特色ある専門教育の推進と合わせて、リベラルアーツ教育、グローバル教育、リーダー

シップ教育等の幅広い教育システムを構築して、優れた教育と研究の環境創りに努めて

来ました。また、様々な国籍を持つ女性たちが、多様な文化と異なる価値観や考え

方を深く理解し合えるよう、現在 25カ国の 71大学・研究機関との間で交流協

定を結んで留学生を受け入れ、日本人学生の留学の機会を広げています。

さらに、21世紀を担う若い人たちが目標を見つけて下さることを

願って、国の内外から優れた女性リーダーをお招きして、大学や

附属学校の学生や生徒達との交流の機会を作っています。



2017年4月

国立大学法人お茶の水女子大学長　室伏 きみ子

学長からのメッセージ
　新入生へのメッセージ

今、私たち人類は、

地球温暖化、資源の枯渇、人口問題、食料不足、

貧困による教育格差・社会格差、新興・再興感染症、

頻発する自然災害など、多種多様な課題に直面しています。

日本だけでも、この数年間に、2011 年の東日本大震災、2014 年

の御嶽山噴火、昨年の熊本地震等の自然災害にみまわれました。また

超高齢/少子社会の到来は、将来に向けて多様な課題を生んで居り、社会

のシステムを変えて行く必要にも迫られています。

大学生になった皆さんには、『学ぶ意欲のある全ての女性にとって、真

摯な夢の実現の場として存在する』との本学のミッションの下、将来の夢

を追いながら、学ぶことの深さと楽しさを味わって頂きたいと思ってい

ます。そして、多様な課題に真摯に向き合いつつ、どのようにし

てそれらを解決し、人類が幸せに共生していくことができる

かを考え、人々が心身ともに豊かに生きる未来を創るこ

とを目指して頂きたいと願っています。
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野村 　まず、協定の調印を終えられた

トップのお二人から、なぜ女性リーダーを増

やす必要があるのか、お聞かせいただけます

か。

室伏 　女性リーダーの育成は、大学に

とっても学生にとっても、また社会全体に

とっても極めて重要です。特に本学から輩

出された女性リーダーは、学生たちにとって

のロールモデルとして、さまざまな問題に直

面したとき、それを乗り越える糧となります。

大学にとっては、女性の視点や考え方を教育

や大学運営に反映させることで、魅力や強み

を生み出すことにつながります。

津谷 　社会の構造や人々の生活のあり

ようが大きく変わろうとしている時代には、

異なる背景や考え方を持った人々が集まり、

従来の延長線上ではない新しいものを生み

出す必要があります。すなわち、少子高齢化

の日本においては、高等教育を受けた多くの

優秀な女性を日本社会でうまく活用できな

ければ、企業として競争力を失うことになる

と思います。そのためにも女性のリーダーが

必要で、今回の提携で新しいものを生み出せ

ることを期待しています。

野村 　小西さんと青山さんは女性管理

職としてご活躍ですが、管理

職になられてから難しいと

感じたことはありますか。

小西 　判断しなければ

ならない領域が格段に増え、

常に判断を迫られることで

す。それを克服するために、

私自身がぶれない軸を持つ

ことと、部下の言っているこ

とを信頼することに努めま

した。

青山 　所属メンバーにはお客さまのた

めに仕事をしていることを理解してもらうよ

うにしています。メンバーを信頼するととも

に、私の判断が会社の判断になるので、メン

バーに情報をきちんと提供してもらえる環

境をつくることが私の仕事だと思っています。

3

お茶の水女子大学×株式会社ブリヂストン協定締結記念パネルディスカッション
「女性リーダーが未来をつくる　多様性のある社会に向けて」

2017年1月9日（月）にお茶の水女子大学と株式会社ブリヂストンは女性リーダー育成に向けて協定を締結しま
した。それを記念して開かれたパネルディスカッションの様子を紹介いたします。紙面の都合上、抜粋となって
おりますがぜひホームページで全文をご覧ください。URL：http://www.ocha.ac.jp/news/20170221_1.html

ファシリテーター

野村  浩子 氏
ジャーナリスト
淑徳大学教授

パネリスト

小西  雅子 氏

東京ガス株式会社
リビング本部
営業第二事業部長

パネリスト

室伏  きみ子 氏

お茶の水女子大学長

パネリスト

津谷  正明 氏

株式会社ブリヂストン
取締役代表執行役 CEO 兼
取締役会長

パネリスト

青山  美奈 氏

株式会社ブリヂストン
材料製品評価品質保証部長
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野村 　管理職になってよかったことはあ

りますか。

小西 　管理職になって、管理職にしか入

らない情報が多く入るようになって、視野が

広くなったことは良かったと思います。また、

立場がついてきたことで、自分の思っている

ことや考えていることを発信できるのもやり

がいがあります。女性管理職は男性と視点

が異なるので、違う視点でものを言えること

や、いろいろな目配りや細かい配慮ができる

のも女性管理職ならではと思います。

青山 　自分の判断がそのまま組織の意

思決定になる部分が醍醐味です。また、経験

者の私が上司として存在することで、私の部

署の人が育休などの制度を活用しやすくなる

と思います。私はダイバーシティを地で行く

ような生き方をしているのでメンバーに対し

て良い場を与えられているのではないかと

思います。

野村 　女性のリーダー育成を進めてい

く上で、現状の課題と必要な方策は何ですか。

室伏 　一番の問題は、女性たちの周囲

が固定観念や既成概念にとらわれているこ

とです。まずは若い女性たちに自信を与え

て、いろいろなことにチャレンジす

る勇気を持たせてほしいと思いま

す。もう一つ大事なのは、女性たち

自身が相談できる仲間を作ること

です。相談することは決して恥ずか

しいことではなく、周りに多様なサ

ポーターを作っていくことはとても

大事です。

津谷 　1点目は、少数派ではないマス

（グループ）を意図的につくることだと思い

ます。2点目は、周りの制度や仕組みを変え

ることです。当社では事業所内保育所を設

けていますが、子どもさんが熱を出してもす

ぐに行けることは大事だと思いますし、社会

が女性をきちんと支援する仕組みを構築し

ていく必要があると思います。3点目は、女

性が変わることによって、男性の仕事や生活

のスタイルも変わってくるという視点を持つ

ことです。そのことが社会を良くすると思い

ます。

野村 　最後に一言ずつ皆さんにメッ

セージを頂きたいと思います。

青山 　「女性の活躍」が達成されて、そう

いう言葉が早くなくなればいいと思っていま

す。それに向けて、これからも微力ながら会

社の仕組みや人の意識

を変える活動を継続し

て次世代の女性や多様

な働き方を支えていき

たいと思います。

小西 　これからも管理職の1人として、

ますます頑張っていきたいと思います。4月

にはガスの自由化も始まりますが、ぜひその

際は小西を思い出していただければと思い

ます。

津谷 　お話を聞いていて、やはり女性は

強いなと思いました。私も上司に仕えてい

たときに、上司が決められないときは困りま

した。ですから、間違っていても決めること

が大切です。女性の活躍は男性の生き方や

働き方、社会全体も変えていくと思うので、1

年後にもう少し進歩した姿で当社の取り組

みについてお話しできればと思います。

室伏 　生物学的には女性の方がはるか

に強いのです。そして、女性は世の中で活躍

できる大きな可能性を持っています。ですか

ら、男女の区別なく同じようにチャンスを与

えてほしいと思います。男女の違いを上手に

活かし、男性にも女性にも働きやすい環境を

作って、男女それぞれがリーダーとして育っ

てほしいと思います。男性も女性も共に手を

携えて頑張りましょう。

野村 　今日の皆さんの話を伺って、まさ

しく新しい一歩が踏み出されると感じました。

今日はたくさんのヒントを頂いたので、この

ヒントを基に皆さんと共に進んでいきたいと

思います。
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「スーパーグローバルハイスクール」３年間のあゆみ

附属高等学校は2014（平成26）年度に、

文部科学省より「スーバーグローバルハイ

スクール」（以下ＳＧＨ）の指定を受け、現在、

５年指定の４年目を迎えております。

ＳＧＨとは、「急速にグローバル化が加速

する現状を踏まえ、社会課題に対する関心

と深い教養に加え、コミュニケーション能

力、問題解決力等の国際的素養を身に付け、

将来、国際的に活躍できるグローバル・リー

ダーを高等学校段階から育成する」ことを

目的とする文部科学省の事業です。

本校は「女性の力をもっと世界に〜目指

せ未来のグローバル・リーダー〜」をテー

マとし、自国の文化を含む多文化理解、共感

力、協働精神を有し、国際社会の平和と持

続可能な発展に寄与する意欲と能力を持つ

グローバル女性人材の育成を目標に掲げて、

研究開発を続けております。

2016（平成28）年にはＳＧＨの中間評

価が行われ、９月末に結果が公表されまし

た。この中間評価は、指定３年目の指定校

について、ＳＧＨ企画評価会議協力者（外部

の有識者）による２年目までの研究開発の

進捗状況等に関する評価を行い、各指定校

が研究開発等の内容を見直す機会とし、事

業の効率的な実施を図ることを目的とする

もので、評価は６段階で示されました。本

校は上から２番目 ｢これまでの努力を継続

することによって、研究開発のねらいの達

成が可能と判断される。｣との評価をいただ

きました。

講評では「研究開発を学校全体で取り組

むための組織改編」、「運営指導委員会の実

施方法」、「ＳＧＨ事業を推進させるための

体制強化、教育課程の改善」などを評価して

いただきましたが、「改編」「強化」「改善」と

ありますように、この３年間は試行錯誤の

連続でした。

ＳＧＨの申請時には２・３年生の選択者

を対象とする課題研究「グローバル総合」

「グローバル総合アドバンス」を中心とする

計画でしたが、指定後に文科省の指導によ

り必修の「持続可能な社会の探究Ⅰ・Ⅱ」を

加えたため、生徒の負担が過重となり探究

活動を深められないという課題が生じまし

た。そのため、３年目からは「グローバル総

合・アドバンス」を発展的に解消して2・3

年生全員必修の「持続可能な社会の探究Ⅰ・

Ⅱ」に統一するとともに、全教員がＳＧＨの

取り組みに関わるよう組織の改編と体制の

強化に努めました。現在、「持続可能な社会

の探究Ⅰ」では、「生命と環境」、「経済と人

権」、「文化と表現」の３領域に２つずつの

講座を開講し、２年生がグループ学習を中

心に学んでいます。「持続可能な社会の探究

Ⅱ」では、３年生がクラス単位で２年次の探

究の成果を共有し、さらに内容を深めて英

字新聞にまとめる活動を行っています。

海外研修のあり方も検討課題となってい

ます。初年度は２年生の「グローバル総合」

の３講座の受講者から希望者を募って台北

研修を実施しましたが、事前学習、海外研

修、課題研究を有機的に連動させることが

難しく、生徒・教員双方の負担が問題とな

りました。そこで２年目には「グローバル

総合」の特定の講座の受講者を対象とし、講

座の活動内容と結びつけて海外研修を実施

するように変更したところ、生徒の負担の

軽減と内容の充実の両立が可能になりまし

たが、研修参加が特定の講座受講者に限ら
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附属高等学校便り

本校正面玄関前にて記念撮影 化学の実験に参加

2014年　ベトナム

2015年　中国

●環境をテーマとする海外研修に本校生徒5〜6名が参加

2016年　タイ

2016年5月　台北市立第一女子高級中学より　生徒44名　教員3名が来校

イオン1％クラブ主催　アジアユースリーダーズ
（環境をテーマとする海外研修）

55



れる、研修を実施する講座の教員の負担が増加す

るなどのあらたな課題が指摘されました。その

ため３年目は海外研修担当教員を別に配置し、参

加者も「持続可能な社会の探究Ⅰ」の受講者であ

る２年生全員から募集する形に改めました。初

年度同様、海外研修と課題研究の連動および負担

軽減が課題ですが、今年度もこの方式を継続しな

がら改善を模索する予定です。

この３年間で、教育課程を改善するとともに、

学校全体で取り組む体制を整備してまいりまし

た。残り２年間で研究開発のねらいである未来

のグローバル・リーダーを育成する教育課程を開

発できるよう、これからも努力を続けてまいりた

いと思います。
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附属学校園での出来事 （2017年1月〜3月）

【いずみナーサリー】
1月

● 避難訓練（地震・室内待機)

2月

● 節分遊び
● 保護者会　
● 避難訓練（抜き打ち・地震・室内待機）

　3月

● 親子であそぼう会
● 避難訓練（お散歩先・地震）　

【附属幼稚園】
1月

● 始業式
● 春を祝う会
● クラス懇談会
● 親子体操の会
● お汁粉会
● 避難訓練
● 大根掘り（５歳）
● 親子で遊ぶ日（３歳）

２月

● 保護者対象学内講師講演会
● 豆まき
● 遠足  上野動物園（５歳）
● 誕生会

３月

● ひなまつり
● お楽しみ会（５歳）
● PTA総会・全体保護者会
● 卒業式

【附属小学校】
1月

● 始業式
● 成人のつどい
● 留学生との交流会（５年）

２月

● 委員会（４年生見学）
● 公開研究会
● ジャガイモ植え（５年）

３月

● 雪の学校（6年）
● 授業参観・保護者会総会・かがみ会総会
● 茗鏡会スプリングコンサート
● 卒業おめでとうの会
● 保護者会（各学年）
● 校外学習（1年、2年、3年、4年）
● バイキング給食（6年）
● 卒業式

【附属中学校】
1月

● 授業開始
● 特別時間割時間

２月

● 自主研究発表会（2年）
● 期末テスト（全学年）

３月

● 期末テスト（１・２年）
● 避難訓練（１・２年）
● 保護者会（３年）
● 郊外園（ジャガイモ植え付け：2年）
● 音楽行事・歓送会
● 卒業式
● 終業式、離任式
● 保護者会（１・２年）

【附属高校】
1月

● �始業式
● �大学入試センター試験（３年）
● �合唱コンクール
● �３年生２者面談
● �学力テスト（1・2年）
● �進路講演会（1年）
● �保護者会（１・２年）

２月

● �学力テスト（１・２年）
● �入学検定・合格発表

３月

● �新入生説明会
● �期末考査
● �農場実習（ジャガイモの植付け：１年）
● �答案返却・歓送会
● �特別講義「図書館を活用した探究の

方法」（１年）
● �卒業式予行
● �ＳＧＨ成果発表会（兼公開教育研究会）
● �卒業式
● �終業式

3年生が作成した英字新聞

英語でグループディスカッション

ウェルカムレセプション後の記念撮影

2016年10月　本校より生徒30名、教員3名が
台北市立第一女子高級中学を訪問
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お茶の水女子大学各賞
（湯浅年子賞、黒田チカ賞、小泉郁子賞、保井コノ賞、辻村みちよ賞）の
授与式を挙行しました

キャンパス点描

2017年1月31日（火）、お茶の水女子大学と早稲田大学

は「国立大学法人お茶の水女子大学と学校法人早稲田大学の

連携及び協力に関する協定」を締結しました。本協定は、両

大学における研究・教育・産学連携・国際交流への貢献と相

互発展に資することを目的とするものです。

協定調印式後の記者会見で、本学の室伏学長は、「学部・大

学院の単位互換、研究指導・論文指導等の連携を始めとして、

これからの新しい時代に即した新たな教育研究体系の構築

を進めていく一歩であり、今後さらに全学的な相互交流に拡

大していきたい。」と抱負を述べました。また、鎌田薫早稲田

大学総長は、「理系分野を先駆けとして進めてまいりますが、

国内屈指の女子大学であるお茶の水女子大学との連携によ

り、特に男女共同参画時代を担う人材・研究者の育成にふさ

わしい教育研究環境がより一層充実することを喜ばしく思

います」と期待を述べました。
今回の包括協定により、今後連携内容が発展的に展開することに

より、さらに研究教育の一層の発展充実が期待されます。

2017 年 2 月 24 日（金）、お茶の水女子大学賞各賞（湯

浅年子賞、黒田チカ賞、小泉郁子賞、保井コノ賞、辻村

みちよ賞）の授与式を行いました。湯浅年子賞（以下湯浅

賞）は、優れた原子核の実験的研究を行い、国際的に活躍

した女性自然科学者湯浅年子博士を称え、黒田チカ賞（以

下黒田賞）は天然色素の構造について長年にわたって優れ

た研究を行い女性化学者として活躍した黒田チカ博士を

称えて制定されたものです。第 4 回湯浅賞金賞は望月優

子氏 （理化学研究所 望月雪氷宇宙科学研究ユニット 研究

ユニットリーダー )に、第 2 回黒田賞は対馬かなえ氏 (国

立情報学研究所 アーキテクチャ科学研究系 特任助教)、工藤まゆ

み氏 (群馬工業高等専門学校 物質工学科 助教）の両氏にそれぞれ

贈られました。

また今年度より、本学卒業後アメリカに留学し『男女共学論』を

著すなどの社会的活動を通じて女性の権利向上を広く訴えるとと

もに日中教育文化交流に尽力し戦後は桜美林学園の創設発展に貢

献した小泉郁子氏、日本の生物科学の黎明期から革新的な研究を

展開するとともに本学及びその前身校において数多くの女子学生

を育て日本初の女性理学博士となった保井コノ氏、本学卒業後数

多くの女子学生を育て茶の成分について長年にわたって優れた研

究を行い日本初の女性農学博士として活躍した辻村みちよ氏の功

お茶の水女子大学と早稲田大学が連携及び
協力に関する協定を締結しました

協定調印後 握手する室伏学長と鎌田総長
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2017年2月20日（月）、

お茶の水女子大学共通講

義棟2号館にて、グローバ

ルリーダーシップ研究所

（IGL）主催国際シンポジ

ウム「科学における女性のリーダーシップとは―アジアと欧州の経

験から」 “Improving Gender Balance of Participation in Science: 

European and Asian Experiences”を開催しました。このシンポジ

ウムはIGL海外特別招聘教授カレン･シャイア氏（デュースブルク・

エッセン大学教授）が企画、運営するもので、国内外から3名のゲス

トをお招きし、STEM分野（＊１）への女性の参画の現状や女性参画

の向上に関する政策や制度、取組等について、各登壇者の発表とディ

スカッションが行われました。当日は130名以上の参加があり、会

場は満席となりました。

はじめに榊原洋一氏（本学理事・副学長）より開会挨拶、カレン･

シャイア氏よりシンポジウムの趣旨と登壇者の紹介がありました。

続いて、3名の登壇者より発表がありました。1人目のアリソン・E・

ウッドワード氏（ベルギー ブリュッセル自由大学教授）より、科学

分野における女性人材登用の推進策とその具体的な事例（例えばク

オータ（＊２）など）についてご発表がありました。2人目のチョ・ソ

ンナム氏（韓国 梨花女子大学校社会学教授、梨花リーダーシップ開

発院所長）は、梨花女子大学校における女性リーダー育成の歴史と

科学分野における女性人材育成の教育プログラムをご紹介ください

ました。3人目の安西祐一郎氏（独立行政法人日本学術振興会理事長、

前慶應義塾長）より、STEM分野への女性進出に関する日本の現状と

課題についてご発表を頂戴しました。最後のディスカッショ

ンでは、シャイア氏が司会を務め、登壇者全員による意見交換

やフロアとの質疑応答があり、STEM分野への女性の参画を

さらに推進するためにはどのようなアプローチ、取組がある

のか、について活発な議論が交わされました。

＊１ �科学(Science)、技術(Technology)、工学(Engineering)、
数学(Mathematics)などのいわゆる理工系分野

＊２ 割当制（quota）：一定数を女性に割り当てること

国際シンポジウム　
「科学における女性のリーダーシップとは―アジアと欧州の経験から」 
“Improving Gender Balance of Participation in Science: 
European and Asian Experiences” を開催しました

お茶の水女子大学各賞
（湯浅年子賞、黒田チカ賞、小泉郁子賞、保井コノ賞、辻村みちよ賞）の
授与式を挙行しました

キャンパス点描

パネル ･ディスカッションの様子

カレン･シャイア氏 アリソン・E・ウッドワード氏 チョ・ソンナム氏 安西祐一郎氏

績を称えるため、それぞれ小泉郁子賞（以下小泉賞）、保

井コノ賞(以下保井賞)、辻村みちよ賞（以下辻村賞）を創

設し、この日に授与式を行いました。

第 1 回小泉賞は小山弓弦葉氏（東京国立博物館工芸室

長）、第 1 回保井賞は佐々木成江氏 (名古屋大学大学院理

学研究科生命理学専攻准教授)、柴小菊氏（筑波大学生命

環境系下田臨海実験センター助教）の両氏に、第１回辻村

みちよ賞は島田淳子氏（本学名誉教授）にそれぞれ贈られ

ました。

詳細はＨＰをご覧ください。

http://www.ocha.ac.jp/danjo/op/index.html
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メディア報道記録 2016 年度（抜粋） ※所属、職名は掲載当時のものです。

T V
●2016年4月2日　テレビ朝日

「タモリ倶楽部」
恋バナ満開!? お茶の水女子大 地理女と夢の合コン
長尾悠里さん、八木文香さん、野口奈那子さ
ん、小野坂知子さん

（文教育学部人文科学科地理学コース4年）
●2016年4月11日　テレビ東京

「モーニングチャージ!」
こども園入園式

文京区立お茶の水女子大学こども園
●2016年4月30日　NHK Eテレ

「すくすく子育て」
～どうする?ママ友との関係～	

青木紀久代准教授

●2016年5月14日　NHK Eテレ
「すくすく子育て」
大丈夫?スマホやタブレット	

榊原洋一理事・副学長
●2016年5月17日　TBS

「ニュース２３」
飯田薫子准教授

●2016年5月28日　テレビ朝日
「まとめないで!!」
お嬢様学校でまとめないで!! 

脊山麻理子さん
(附属高等学校卒業生　フリーアナウンサー )

●2016年7月2日　Tokyo MXテレビ
「週末メトロポリシャン」

文京区立お茶の水女子大学こども園
●2016年7月9日　NHK Eテレ

「すくすく子育て」
もうこわくない!あせも・おむつかぶれ

いずみナーサリー菊地知子主任保育士
●2016年7月19日　テレビ高知

宿毛市・お茶の水女子大が連携協定締結へ
サイエンス＆エデュケーションセンター
竹下陽子特任講師、大﨑章弘特任講師

●2016年8月27日　NHK Eテレ
「すくすく子育て」
全部見せます!子育てアイデア大賞

榊原洋一理事・副学長

●2016年9月10日　NHK Eテレ
「すくすく子育て」
体の発達の心配

榊原洋一理事・副学長
●2016年9月18日　NHK

「リソウの夫婦」
藤原正彦名誉教授

●2016年9月23日　NHK総合大阪
「ニュースほっと関西」
人工知能研究の最前線

小林一郎教授
●2016年9月23日　NHK総合大阪

「関西845」
小林一郎教授

●2016年10月15日　NHK Eテレ
「すくすく子育て」
赤ちゃんの発達と不思議な動作

榊原洋一理事・副学長

●2016年11月14日　フジテレビ
「めざましテレビ」
第67回徽音祭（ミズコン、お茶パラ）

瀧川奈津希さん
（生活科学部人間生活学科1年）

戸浪早貴さん
（文教育学部芸術・表現行動学科3年） 

●2016年11月23日　日本テレビ
「ZIP!」

第67回徽音祭、ときわじるこ

●2016年12月21日　フジテレビ
「ノンストップ!」

四元淳子助教

●2017年1月14日　NHK Eテレ
「すくすく子育て」

内田伸子名誉教授
●2017年1月21日　NHK総合

「ブラタモリ」
#60 こんぴらさん
～人はなぜ“こんぴらさん”を目指す? ～

神田由築教授

●2017年2月7日　BS日テレ
「深層NEWS 『トランプ時代』の日本の品格」

藤原正彦名誉教授
●2017年2月16日　BS日テレ

「東京モダン商店」
室伏きみ子学長

　

新　聞
●2016年4月3日　毎日新聞

「健康長寿」研究へ新組織　お茶の水女子大
多分野の専門家参加
ヒューマンライフイノベーション開発研究機構

室伏きみ子学長
●2016年4月6日　日本経済新聞

お茶の水女子大にこども園
文京区立お茶の水女子大学こども園

●2016年4月10日　毎日新聞
4月10日は女性の日女性週間
改めて見直されている「女子大学」特集

スペシャルタナーレクチャー
●2016年4月14日　朝日新聞

大学生、難民受け入れ提言 
●2016年4月19日　日本経済新聞

全国学力テスト実施　10年目、指導活用広がる
耳塚寛明教授

●2016年4月22日　読売新聞
親に代わって保育所送迎　駅前に「ステーショ
ン」子どもが一時滞在

宮澤仁准教授

●2016年4月22日　朝日新聞
学力調査、10年目の課題識者2人に聞く

耳塚寛明教授
●2016年4月29日　産経新聞

【きょうの人】羽入佐和子さん 女性初の国立国
会図書館長「物語と物語の出会い大切にしたい」

羽入佐和子名誉教授（前学長）
●2016年4月29日　産経新聞  読売新聞  朝日新聞

春の叙勲
石川宏名誉教授

●2016年5月1日　毎日新聞
国旗・国家　新たに15大学86国立大調査文
科相要請後

●2016年5月2日　読売新聞
【本よみうり堂】トレンド館現代人への希望の光
『大きな取りにさらわれないよう』刊行

川上弘美さん（卒業生　作家）
●2016年5月11日　産経新聞

天皇、皇后両陛下ご動静
皇后さま　室伏きみ子・国立大学法人お茶の
水女子大学学長ほかから説明お受けに

スペシャルタナーレクチャー
室伏きみ子学長

●2016年5月12日　読売新聞
演劇に夢中　人生の糧に

森まゆみさん
（附属中学・附属高等学校卒業生　作家）

●2016年5月12日　日刊工業新聞
【科学技術・大学】個性を活かす国立大学改革（６）
途上国の女性支援継続

室伏きみ子学長
山本佳世子さん

（卒業生　学長特命補佐・日刊工業新聞編集委員）
●2016年5月13日　毎日新聞

【キャンパる・なにコレ!?】お茶大サークル、
お茶を開発

Ochas、阪本望和さん
（生活科学部食物栄養学科2年）

●2016年5月17日　読売新聞
中央公論新社、河出書房新社　創業130周年
記念対談　書き手と編集者密接に　

川上弘美さん（卒業生　作家）
●2016年5月18日　産経新聞

川上弘美さん新刊『大きな鳥にさらわれない
よう』警鐘と一筋の希望　未来史が描く「今」

川上弘美さん（卒業生　作家）
●2016年5月18日　朝日新聞

オーサー・ビジット2016輝く瞳ワクワク授業
山崎直子さん

（附属高等学校卒業生　宇宙飛行士）
●2016年5月19日　産経新聞

天皇、皇后両陛下ご動静　18日水曜
皇后さま「スペシャルタナーレクチャー記念レ
セプション」

スペシャルタナーレクチャー
●2016年5月21日　日本経済新聞

大学1年から就業体験　採用ミスマッチ防ぐ
長期インターン産学連携

●2016年5月28日　日本経済新聞
お父さんを「さすが!」と思ったとき 

石井クンツ昌子教授
●2016年5月30日　朝日新聞

【聞きました】日常の「なぜ」素通りしない
外山滋比古名誉教授

●2016年5月31日　毎日新聞
 【くらしナビ・学ぶ＠大学】出産や育児教育を実践
学生の「ライフプラン」への意識育む

宮里暁美教授・
文京区立お茶の水女子大学こども園長

●2016年6月4日　読売新聞
【論点スペシャル】「しつけ」の難しさ
大日向雅美さん（卒業生　恵泉女学園大学長）

●2016年6月7日　毎日新聞
秋山さんしのび110人お別れの会に森山さんら

秋山ちえ子さん
（東京女子高等師範学校卒業生　評論家）

●2016年6月11日　毎日新聞
秋山ちえ子さんの志受け継ぐ

秋山ちえ子さん
（東京女子高等師範学校卒業生　評論家）

●2016年6月11日　朝日新聞
安保法違憲提訴へ「女の会」

戒能民江名誉教授
●2016年6月15日　日経MJ

【異能経営】サイモンズ、「ふるさと納税型」共
通ポイント　
都市のおカネ地方に　執行ポイント、事業者に寄付

未来開拓基金
●2016年6月17日　産経新聞

「天皇陛下の料理番」レシピを伝授　伝統料理
講習会、太田二高で開催

赤松利恵教授
●2016年6月17日　東海新報

陸前高田から考える　お茶大が報告書発行
文教育学部ローバル文化学環

●2016年6月22日　日本経済新聞
グローバル時代をひらくお茶の水女子大学グ
ローバルリーダーシップ研究所
シンポ・実地調査で刺激

塚田和美教授
●2016年6月23日　東京新聞

地理女が行く　地形LOVE　イモでもいいも
んお茶大生　地図片手に萌え

長谷川直子准教授、長尾百合恵さん、
豊田明奏さん、本田真裕子さん、

小野日菜子さん、木村翠さん
（文教育学部人文科学科地理学コース）

●2016年6月26日　朝日新聞
女性が活躍する社会　進化する女子大学

室伏きみ子学長

●2016年7月6日　日本経済新聞
第4回日経星新一賞

●2016年7月8日　読売新聞
大学の実力2016	

●2016年7月10日　大学新聞
トップインタビュー vol.71学ぶ意欲のある世
界のすべての女性のために
お茶の水女子大学　学長　室伏きみ子氏

室伏きみ子学長

●2016年7月11日　読売新聞
「（選挙戦）盛り上がらなかった」「国家の品格」
などの著書がある数学者の藤原正彦さんの話

藤原正彦名誉教授
●2016年7月11日　毎日新聞

藤原正彦エッセイコンクール
姫路文学館、作品募集　９月１３日必着　館長
自ら審査　

藤原正彦名誉教授
●2016年7月20日　高知さんさんテレビ

宿毛市との協定締結式と連携授業の様子 
サイエンス＆エデュケーションセンター

●2016年7月21日　高知新聞
お茶の水大　宿毛市と協定TV電話で小中授
業支援　被災時も視野

サイエンス＆エデュケーションセンター
千葉和義教授

●2016年7月25日　日刊工業新聞
【科学技術・大学】お茶の水女子大のライフイ
ノベーション研究機関、 設立記念シンポ 
ヒューマンライフイノベーション開発研究機構

●2016年7月26日　熊本日日新聞
県外大学授業を支援　あすまで1学期　益城
町の小中学校

サイエンス＆エデュケーションセンター
貞光千春特任准教授

●2016年7月27日　朝日新聞
「地方大」の強み　生かす道は

●2016年7月28日　読売新聞
熊本地震　学習環境の復興　理科実験・観察
に簡易器具

サイエンス＆エデュケーションセンター
貞光千春特任准教授

●2016年7月30日　毎日新聞
インタビュー　英文学者外山滋比古氏「思考
の生理学」200万部超え
忘れることを恐れない

外山滋比古名誉教授
●2016年7月30日　朝日新聞

【教育2016】SGH、海外での体験を糧に　
長野・上田両高の生徒、発表

耳塚寛明教授

●2016年8月4日　東京新聞
【変わる主婦の働き方】年金の「3号制度」見直
し　保険料負担公平感を

永瀬伸子教授
●2016年8月6日　毎日新聞

【ひ・と・も・よ・う】授乳服通した活動を報告
光畑由佳さん（卒業生　（有）モーハウス社長）

●2016年8月8日　東京新聞
AIと人間の未来
対談　松本仁（人工知能研究者）　川上弘美（作家）

川上弘美さん（卒業生　作家）
●2016年8月8日　日本経済新聞

重み増す社外取締役　心構えを聞く　ナブテ
スコ・山崎直子氏
宇宙で培った多様性推進

山崎直子さん
（附属高等学校卒業生　宇宙飛行士）

●2016年8月26日　朝日新聞
県、短編映画制作へ「鳥取県の力」世界に発信

「カンヌ取り県になる」宣言
田崎恵美さん（卒業生　鳥取県庁職員）

●2016年8月27日　日本経済新聞
【キャリアの扉】次世代にとってのベスト問い続ける

国立国会図書館館長　羽入佐和子さん
羽入佐和子名誉教授（前学長）

●2016年9月2日　日刊工業新聞
筑波大・お茶の水女子大　理科教育などで連
携　女性ビジネスリーダー養成

●2016年9月5日　朝日新聞
変わるインターンシップ　長い期間／高い専
門性／高い給与 

●2016年9月7日　日刊工業新聞
【科学技術・大学】ＪＳＴ、ＩｏＴの事業化支援若手
研究者を育成 

●2016年9月8日　読売新聞
筑波大とお茶の水女子大が連携協定

●2016年9月8日　毎日新聞
協定　筑波大・お茶の水女子大、施設・教育
機能を共有　

室伏きみ子学長
●2016年9月15日　日本経済新聞

【経済教室】パートの厚生年金加入課題は　
労働時間・年収要件撤廃を

永瀬伸子教授
●2016年9月16日　読売新聞

【狙われる女性】性暴力　未然に防ぐ方策を
戒能民江名誉教授

●2016年9月16日　朝日新聞
女子大の教育力～「女性が輝く社会の実現へ」～

●2016年9月17日　読売新聞
データベースに学生研究2300本

千葉和義教授
サイエンス＆エデュケーションセンター

●2016年9月18日　朝日新聞
来月、大学改革シンポ　国立大学協会 

●2016年10月2日　朝日新聞
（検証　伊原木県政：４）教育再生：上　公立小
中の正規教員割合88.7 ％、全国４番目の低さ

耳塚寛明教授
●2016年10月10日　産経新聞

【自作再訪】外山滋比古さん「思考の整理学」
　知識偏重よりも仲間との議論を　会話がよ
いアイデア生み出す

外山滋比古名誉教授
●2016年10月10日　日本経済新聞

学習指導要領の改訂　教えから学びへ構造改革
耳塚寛明教授

●2016年10月13日　読売新聞
【学ぶ育む】文科省、SGH中間評価「最高」4校、
「見直し必要」2校

附属高等学校
●2016年10月16日　朝日新聞

（書評）『近代日本学校制服図録』　難波知子〈著〉 
難波知子助教

●2016年10月20日　朝日新聞
女子大生、身を守る方法学ぶ　護身術も 

大垣志織さん
（文教育学部人文科学科地理学科2年）

●2016年10月20日　読売新聞
【保活最前線　(2)】「4月から」「0歳で」に追
われ帝王切開前倒し・育休を短縮	

猪熊弘子さん
（卒業生　東京都市大学客員准教授）

●2016年10月25日　東京新聞
逗子ストーカー殺人　住所漏えいで市を提訴
へ　遺族、慰謝料求め

戒能民江名誉教授
●2016年10月26日　朝日新聞

（ひらく　日本の大学）記述式「実現厳しい」
58 ％　センター試験後継大学側回答

●2016年10月26日　朝日新聞
（ひらく　日本の大学）記述式入試、大学から
懸念続出新共通テスト　朝日新聞・河合塾共
同調査 

●2016年10月27日　日刊工業新聞
6公立女子校と協定”リケジョ”教育の成果　
文系の学びに拡大

室伏きみ子学長
●2016年10月28日　日刊工業新聞

【深層断面】女性研究者支援のあり方　学会、
「女性賞」は有効か

小川温子理事・副学長、山本佳世子さん
（卒業生・学長特命補佐　日刊工業新聞編集委員）

●2016年10月31日　日経MJ
【トレンド】「ブラタモリ」ならぬ…ブラ地理ジョ

木村翠さん
（文教育学部人文科学科　地理学コース3年）

●2016年11月2日　毎日新聞
【BOOK WATCHING】「ノジュール」田村知子
編集長
田村知子さん（卒業生　JTBパブリッシング）

●2016年11月3日　日刊工業新聞
基礎科学萎縮に危機感　未来見据えた投資訴
え　国立大学法人理学部長会議

吉田裕亮教授
●2016年11月6日　朝日新聞

（フォーラム）子育ての理想と現実　3歳児神話
菅原ますみ教授

●2016年11月7日　朝日新聞
（ひらく　日本の大学）大学３割「学力より数
確保」　朝日新聞・河合塾共同調査

●2016年11月8日　朝日新聞
荒れた中学、再生への2年　福岡・筑豊地区
の町立川崎中

浜野隆教授
●2016年11月9日　朝日新聞

「国産」明示で消費増ねらう　加工食品の原材
料原産国表示、新ルール案を考える：下

森光康次郎教授
●2016年11月10日　毎日新聞

【進学特集2017】「2018年」「2020年」問題
目前　変革迫られる入試

●2016年11月10日　朝日新聞
「激しくほおをたたきました」　虐待の誤解招
く?　小５向け道徳副読本で削除

波平恵美子名誉教授
●2016年11月12日　朝日新聞

国立大、増やそう女性教員　OGが研究支援・
採用に女性枠　「理系の愛知」苦戦

●2016年11月12日　毎日新聞
【教育ルネッサンス】学びの格差（3）　「一人
勉強」の習慣づけ

耳塚寛明教授
●2016年11月12日　岩手日報

バランスに集中「モビール」作り
サイエンス＆エデュケーションセンター

貞光千春特任准教授
●2016年11月13日　朝日新聞

（フォーラム）子育ての理想と現実：３　男たちは 
石井クンツ昌子教授

●2016年11月15日　朝日新聞
ヒラリーが残した私たちへのエール　日本の
女性の思いは

相川頌子さん
（大学院人間文化創成科学研究科博士前期課程
ジェンダー社会科学専攻生活政策学コース2年）

●2016年11月16日　毎日新聞
【くらしナビライフスタイル】女性活躍追い風
逃す　米大統領選クリントン氏敗北

申琪榮准教授
●2016年11月18日　読売新聞

【すてきオン＆オフ】わからないから楽しくなる
楊逸さん（卒業生　作家）

●2016年11月18日　朝日新聞
装飾品作り、てこ原理学ぶ　お茶の水女子大、
大槌学園で授業　

●2016年11月19日　読売新聞
藤原ていさん安らかに　歯に衣着せぬ「人生案内」

藤原正彦名誉教授
●2016年11月21日　日本経済新聞

【先輩に聞く　夢をかなえる】飛ぶあてなくて
も猛特訓　過酷な日々、楽しみ見出す

山崎直子さん
（附属高等学校卒業生　宇宙飛行士）

●2016年11月22日　毎日新聞
【読書日記】育メンがいなくなる時代

石井クンツ昌子教授
●2016年11月22日　朝日新聞

（ひらく　日本の大学）就活の選考解禁、大学
の５割超「早めて」　

●2016年11月26日　日本経済新聞
【トレンドサーチ】「地理ジョ」道にときめく　
昔の生活の名残見出す	

文教育学部人文科学科地理学コース
「ひらめき☆ときめきサイエンス」

●2016年12月1日　日本経済新聞
首都圏の大学ブランド調査青学大「いまが旬」
トップ総合上位は変わらず灯台や早慶

●2016年12月2日　読売新聞
SGH事例報告　26日にフォーラム

●2016年12月2日　朝日新聞
（ひらく　日本の大学）少人数×低学費、着目
すると

●2016年12月3日　日本経済新聞
日韓の女子大　キャリア教育を手厚く 日韓意
識調査

高﨑みどり理事・副学長
宮尾正樹教授、中川まり准教授

●2016年12月3日　産経新聞
【変革の時代に選ばれる大学】新たな視点とし
なやかな発想に根ざしたグローバル女性リー
ダーを育成

室伏きみ子学長
●2016年12月3日　産経新聞

お茶の水女子大学附属幼稚園創立140周年
記念シンポジウム

●2016年12月7日　読売新聞
「論理的に説明」苦手　PISA結果

耳塚寛明教授
●2016年12月7日　日本経済新聞

「ポストゆとり」学習時間回復
耳塚寛明教授

●2016年12月7日　日本経済新聞
【学長アンケート】入試改革「既に実施」3割

室伏きみ子学長 名誉教授
●2016年12月10日　読売新聞

【くらし　家庭】待機児対策　効果に疑問
石井クンツ昌子教授

●2016年12月13日　毎日新聞
毎日パソコン入力コンクール受賞者決まる

木村菜々子さん（附属高等学校3年）
●2016年12月15日　朝日新聞

春日若宮おん祭900年の歴史を解説　
安田次郎名誉教授

●2016年12月18日　朝日新聞
【18歳をあるく】現代の家族像は

牧野カツコ名誉教授
●2016年12月18日　毎日新聞

家庭学習　時間より質
菅原ますみ教授

●2016年12月20日　日本経済新聞
【経済教室】日本の働き方の課題 転勤の育成
効果再検討を
武石恵美子さん（大学院卒業生　法政大学教授）

●2017年1月1日　朝日新聞
【ワタシ＃2020　TOKYO：１】2020年、私
がつくる未来

丸山真由子さん（大学院卒業生）
●2017年1月3日　日本経済新聞

【発信・発進2017 】東京ラブストーリーで女性
描く　柴門ふみさん　薄れる恋愛色仕事は手堅く
柴門ふみさん（卒業生　漫画家、エッセイスト）

●2017年1月5日　日本経済新聞	
山形知事吉村氏３選　「やまがた創生に全力」

吉村美栄子さん（卒業生　山形県知事）
●2017年1月6日　読売中高生新聞

【講義の鉄人】今回のテーマ　生物学　恋愛と
は何ですか?

千葉和義教授
●2017年1月12日　日刊工業新聞

お茶の水女子大とブリヂストン女性リーダー
育成で協定 

室伏きみ子学長
●2017年1月13日　日本経済新聞

国公立大41校で交付金増17年度分　留学
生増など評価

●2017年1月16日　日本経済新聞
【私見卓見　OPINION】配偶者控除「上げ」、
非正規に打撃

永瀬伸子教授
●2017年1月16日　産経新聞

区内19大学学長ら文京区長と懇談会
室伏きみ子学長

●2017年1月19日　毎日新聞
理研100周年　知の業績朝永振一郎「科学者
の自由な楽園」

黒田チカ名誉教授
●2017年1月19日　読売新聞

国立大運営費交付金の再配分　目標設定の妥
当性評価

●2017年1月26日　朝日新聞
公共の場で授乳どうすれば…本紙「声」の投稿
から議論

光畑由佳さん（卒業生（有）モーハウス社長）
●2017年1月27日　日刊工業新聞

【科学技術・大学】文字入力数1.5倍に　ト
ラックパッドで手書きインターフェース開発
お茶の水女子大　椎尾一郎教授、池松香さん

（大学院人間文化創成科学研究科博士後期課
程理学専攻2年）

●2017年1月29日　朝日新聞
【ブックマーク 】コメント大賞入賞者決まる

横尾ちえさん
（大学院人間文化創成科学研究科博士前期課
程比較社会文化学専攻　英語圏･仏語圏言語

文化学コース2年）

●2017年2月1日　日刊工業新聞
拓く研究人（151）科学技術振興機構さきがけ
専任研究員・寺田愛花氏

寺田愛花さん
（大学院卒業生　科学技術振興機構さきがけ

専任研究員）
●2017年2月2日　日刊工業新聞

大学間連携で包括協定　お茶の水女子大と早
大　まず生命情報学分野

室伏きみ子学長
●2017年2月4日　新潟日報

年金、大学生は理解してる?
東井愛佳さん

（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）
●2017年2月4日　山陽新聞

大学生の年金学会白熱調査発表、同世代の知
識不足指摘

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

●2017年2月4日　神戸新聞
年金学会大学生ら白熱議論意識調査、動画制
作で加入も促す

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

メディア報道記録
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研究表彰等受賞者一覧 2016 年度（抜粋）

主要行事予定 2017年度

（1）教職員
●春の叙勲　瑞宝中綬章	

石川宏名誉教授
●第15回（2016年）日本人口学会賞

優秀論文賞
基幹研究院人間科学系　永瀬伸子教授

●日本基礎心理学会学会
2015年度日本基礎心理学会優秀論文賞
基幹研究院　上田祥代　リサーチフェロー

●独立行政法人日本学術振興会
平成27年度特別研究員等審査会
専門委員（書面担当）
及び国際事業委員会書面審査員として表彰
基幹研究院人間科学系　菅原ますみ教授

●2016年度日本数学会賞建部賢弘特別賞
お茶大アカデミック・プロダクション

山下真助教
●科学技術振興機構（JST）

平成28年度
戦略的創造研究推進事業（さきがけ）採択
本学基幹研究院自然科学系　森寛敏准教授

●（公社）土木学会・環境システム委員会
平成28年度環境システム優秀論文賞
基幹研究院自然科学系　中久保豊彦助教

●第1回山本邦山記念賞 芸術分野
石黒節子名誉教授

●9th i-CIPEC (International Conference 
on: Combustion, Incineration/Pyrolysis, 
Emission and Climate change) 
Award for outstanding poster presentation
基幹研究院自然科学系　中久保豊彦助教

●日本子ども学会
第13回子ども学会議　優秀発表賞
基幹研究院人間科学系　菅原ますみ教授

●平成28年度第15回未踏科学サマー道場
ポスター発表注目賞

ソフトマター教育研究センター
作道直幸特任助教

●第19回がんばれ先生！ 東京新聞教育賞
附属高等学校　佐藤健太教諭

（2）学　生
●第50回日本水環境学会年会

学生ポスター発表賞（通称：ライオン賞）
生活科学部人間・環境科学科4年

吉村玖瑠美さん
●日本科学協会

平成27年度笹川科学研究奨励賞
基幹研究院研究員　久島桃代さん

●JST研究成果展開事業
大学発新産業創出プログラム(START)
技術シーズ選抜育成プロジェクト〔IoT分野〕採択
チームリーダー：

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程生活工学共同専攻1年

留奥美希さん
（指導教授 太田裕治教授：基幹研究院

自然科学系）
●第34回全日本中国語スピーチコンテスト

東京大会
朗読の部　
中国大使館賞（最優秀賞）
文教育学部人文科学科比較歴史学コース2年

瑞島真弥さん

●Panda杯全日本青年作文コンクール2016
佳作

文教育学部言語文化学科1年
斎藤萌香さん

●科学技術振興機構（JST）
平成28年度戦略的創造研究推進事業
ACT-I (Advanced information & 
Communication Technology for 
Innovation) 
プロジェクト「情報と未来領域」研究者
として採択
大学院人間文化創成科学研究科博士後期課程 

化学・生物化学領域 1年
黒木菜保子さん（森寛敏准教授研究室）

●第12回2016年度
大学生協読書マラソン・全国コメント大賞
奨励賞

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程比較社会文化学専攻

英語圏･仏語圏言語文化学コース2年
横尾ちえさん

●日本パーソナリティ心理学会第25回大会
優秀大会発表賞

大学院人間文化創成科学研究科 
博士後期課程人間発達科学専攻

心理学領域2年
森彩乃さん

●日本英語学会第9回国際春季フォーラム
優秀発表賞（佳作）
大学院人間文化創成科学研究科博士後期課程

比較社会文化学専攻3年
松田麻子さん

●第48回日本結合組織学会学術大会
Young Investigator Award

大学院人間文化創成科学研究科
博士後期課程ライフサイエンス専攻

生命科学領域2年
リーディング大学院副専攻

橋本恵さん
●International Conference on 

Information Visualisation (IV2016) 
The Best Paper Award

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程理学専攻情報科学コース2年

宮城優里さん
●第26回日本メイラード学会

若手奨励賞
大学院人間文化創成科学研究科博士後期課程
ライフサイエンス専攻食品栄養科学領域1年

野田響子さん
●NICOGRAPH 2016

優秀論文賞
大学院人間文化創成科学研究科

博士後期課程理学専攻情報科学コース3年
斉藤優理さん

●国際会議IEEE BDVA (Big Data 
Visual Analytics)  2016
Best Poster Award

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程理学専攻情報科学コース1年

十枝菜穂子さん
●第39回日本分子生物学会年会

優秀ポスター賞
大学院人間文化創成科学研究科博士前期課程

ライフサイエンス専攻生命科学コース2年
中條佑美さん

●第30回分子シミュレーション討論会
学生優秀発表賞
大学院人間文化創成科学研究科博士後

期課程化学・生物化学領域1年
黒木菜保子さん

●第14回日本機能性食品医用学会総会
優秀演題賞
大学院人間文化創成科学研究科博士後期課程
ライフサイエンス専攻食品栄養科学領域1年

田中未央里さん
●第7回日韓3女子大学交流合同シンポ

ジウム
発表賞（Best Presentation Award 
in the 7th EJO Joint Symposium 
2016）	
理学部情報科学科4年　　稲垣志帆さん
理学部情報科学科4年　中川真理子さん
大学院人間文化創成科学研究科博士前期課程

理学専攻化学・生物化学コース1年
川崎波留さん

●メンタルヘルス関連三学会合同大会
日本学校メンタルヘルス学会
(The Japan Association for 
School Mental Health)
Young Scholar of the Year

大学院人間文化創成科学研究科博士
後期課程人間発達科学専攻発達臨床

心理学領域1年
殷梦茜さん（青木紀久代研究室）

●日本ビタミン学会第68回大会
学生優秀発表賞
大学院人間文化創成科学研究科博士前期課程
ライフサイエンス専攻食品栄養科学コース2年

池上寛子さん
●平成28年度第14回未踏科学サマー道場

ポスター発表優秀賞
大学院人間文化創成科学研究科

博士前期課程理学専攻物理科学コース2年
磯部翠さん

●第29回 全日本高校・大学ダンスフェス
ティバル（神戸）
創作コンクール部門審査員賞

文教育学部芸術・表現行動学科
舞踊教育学コース在学生1～3年生

（23名）
●国際学会

Symposium on Foldamer2016
優秀ポスター発表賞

大学院人間文化創成科学研究科
博士後期課程

理学専攻化学・生物化学領域2年生
漆原紅さん

（3）附属学校
●第35回心に残る医療体験記コンクール

優秀賞
附属中学校1年　石川瑞季さん

●第9回 田辺聖子文学館ジュニア文学賞
◇小説部門中学生の部
　佳作

附属中学校3年　滝川麻友さん
◇エッセイ部門中学生の部
　最優秀賞

附属中学校1年　神津日蕗乃さん

◇読書体験記部門中学生の部
　佳作

附属中学校3年　黒坂 凜さん
◇文字・活字文化推進機構賞　
　中学校の部

附属中学校
●都吹奏楽コンクール部門別大会

◇中学校・Ｂ組　銀賞
附属中学校

◇高校・Ｂ２組　銀賞
附属高等学校

●第16回毎日パソコン入力コンクール
総務大臣賞
漢字中・高校生

附属高等学校2年　木村菜々子さん

●第4回 食withレシピ甲子園
◇文部科学大臣賞（最優秀賞）

附属高等学校1年　松尾彩加さん
◇優秀賞

附属高等学校1年　塩田愛子さん
◇奨励賞

附属高等学校1年　遠藤久美香さん

（4）本学出身者
●第9回東北地理学会

研究奨励賞（長谷川賞）
文教育学部人文科学科地理学コース卒業

松本江利奈さん
●尾中郁夫・家族法学術奨励賞

家政学研究科修士課程修了
下夷美幸さん

（東北大学大学院教授）
●可視化情報学会

可視化情報シンポジウム
可視化情報学会学会賞（奨励賞）

大学院人間文化創成科学研究科
博士後期課程理学専攻

情報科学領域修了
八木佐也香さん

●NICOGRAPH 2017
優秀論文賞	

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程

理学専攻情報科学コース修了
松枝知香さん

（5）その他
●マイナビ

第4回全国学園祭マスコット総選挙
第1位
第67回徽音祭マスコットキャラクター

きいちゃん
●レッツエンジョイ東京

学園祭グランプリ2016
◇学園祭グランプリMVP

第67回徽音祭
◇部門賞　グローバル企画賞

第67回徽音祭
◇PR動画賞 1位

第67回徽音祭

	 4月	 4日	 入学式
	 4月	 3日	 新入生オリエンテーション（〜7日）
	 4月	 8日	 1学期・前学期授業開始
	 4月	15日	 大学院オープンキャンパス
	 5月	17日	 名誉教授懇談会
	 5月	31日	 開学記念日
	 6月	10日	 2学期授業開始
	 6月	28日	� 理学部・生活科学部（人間･環境科学科）編入学試験

（〜29日）
	 7月	 6日	� 理学部・生活科学部（人間･環境科学科）編入学試験

合格発表
	 7月	15日	 学部オープンキャンパス（〜17日）
	 8月	 8日	 夏期休業開始
	 8月	11日	 夏季一斉休業（〜16日）
	 8月	24日	 博士前期課程8月入試（〜25日）
	 8月	26日	 生活工学共同専攻入試
	 9月	 1日	 博士前期課程8月入試合格発表
　　　　　　生活工学共同専攻入試合格発表
	 9月	 3日	 博士前期課程9月入試（〜4日）
	 9月	 4日	 博士後期課程9月入試
	 9月	 8日	� 博士前期課程9月入試・博士後期課程9月入試

合格発表
	 9月	23日	 新フンボルト1次入試・プレゼミナール（〜24日）
	 9月	29日	 9月卒業式

	 9月	30日	 夏期休業終了
	10月	 1日	 文教育学部・生活科学部編入学1次試験
	10月	 2日	 10月入学式
　　　　　　3学期・後学期授業開始
	10月	 3日	 新フンボルト1次入試合格発表　
	10月	 9日	 通常授業開講
	10月	12日	 文教育学部・生活科学部編入学1次試験合格発表
	10月	14日	 新フンボルト2次入試（〜15日）
	10月	20日	 新フンボルト2次入試合格発表
	10月	25日	 文教育学部・生活科学部編入学2次試験
	11月	 3日	 通常授業開講
	11月	 9日	 文教育学部・生活科学部編入学2次試験合格発表
	11月	10日	 徽音祭準備（休講）
	11月	11日	 徽音祭（〜12日）
	11月	15日	 推薦入試等1次試験合格発表
	11月	21日	 奨学金授与式
	11月	22日	 永年勤続表彰式
	11月	23日	 通常授業開講
	11月	25日	 推薦入試等2次試験（〜26日）	
	11月	29日	 創立記念日
　　　　　　4学期授業開始
	12月	 2日	 附属中学校創立70周年記念式典
	12月	 7日	 推薦入試等2次試験合格発表
	12月	 9日	 生活工学共同専攻入試

	12月	14日	 生活工学共同専攻入試合格発表
	12月	23日	 通常授業開講
	12月	28日	 冬期休業開始

2018 年
	 1月	 3日	 冬期休業終了
	 1月	13日	 大学入試センター試験（〜14日）
	 1月	20日	 大学入試センター試験（追試）（〜21日）
	 2月	 3日	 春期休業開始
	 2月	 5日	 博士前期課程2月入試（〜6日）
	 2月	13日	 博士前期課程2月入試合格発表
	 2月	25日	 学部入試（前期）（〜26日）
	 3月	 5日	 博士後期課程3月入試（〜6日）
	 3月	 8日	 学部入試（前期）合格発表
	 3月	 9日	 博士後期課程3月入試合格発表
	 3月	12日	 学部入試（後期）
	 3月	14日	 全学送別会
	 3月	20日	 学部入試（後期）合格発表
	 3月	23日	 卒業式・学位授与式
	 3月	30日	 永年勤続表彰式
	 3月	31日	 春期休業終了

●2017年2月6日　四国新聞
大学生の年金学会白熱調査や動画制作で身近に

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

●2017年2月7日　日刊工業新聞	
凛として生きる　理系女性の挑戦柔軟な働き
方”自然に”実践
榎美紀さん（大学院卒業生　日本IBM研究員）

●2017年2月7日　大学新聞	
女性リーダーの育成へ　ブリヂストンと協定を
締結　お茶の水女子大学

室伏きみ子学長
●2017年2月7日　山口新聞	

白熱!大学生の年金学会　調査や動画の制作
で身近に

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

●2017年2月8日　日本海新聞	
白熱　大学生の年金学会　調査や動画で身近
に　同世代の知識不足指摘

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

●2017年2月8日　東奥日報	
年金制度本当に知ってる?　大学生が学会　
議論白熱

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

●2017年2月9日　中部経済新聞
白熱!大学生の年金学会

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

●2017年2月11日　大分合同新聞
年金若者も関心を　大学生が学会発表や動画制作

東井愛佳さん
（生活科学部人間生活学科生活社会科学講座3年）

●2017年2月12日　読売新聞	
レシピ甲子園　松尾さんV　樋口さん3位　
家族の笑顔思って調理

松尾彩加さん（附属高等学校1年）
●2017年2月12日　読売新聞	

（日米首脳会談）尖閣に安保　沖縄「安心して
漁に」「合理的」な人物

藤原正彦名誉教授
●2017年2月15日　読売新聞	

「心に残る医療」体験記　小田倉さん石川さん
優秀賞

石川瑞季さん（附属中学校1年）
●2017年2月15日　毎日新聞	

【学修指導要領改定案】学びの質　現場で改善
耳塚寛明氏

●2017年2月16日　朝日新聞	
中教審委員任命、新任は１５人 

室伏きみ子学長
●2017年2月16日　朝日新聞	

幼児にスマホ、心配しつつ　外出先「見せて静かに」 
坂元章教授

●2017年2月17日　朝日新聞	
旧石器時代人、変わる記述　骨の年代修正・疑
義あいつぐ 

松浦秀治教授

ラジオ
●2016年7月28日　J-wave「tokyo dictionary」

文教育学部人文科学科地理学コース
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